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６
月
１
日
、
市
役
所
１
階
に
、
南
島
原
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
年
々
増
え
て
い
る

消
費
生
活
相
談
の
対
応
強
化
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た

も
の
で
、
県
内
市
町
で
は
８
番
目
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

訪
問
販
売
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
消
費
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

５
月
24
日
、
新
切
小
学
校
で
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
回
目
と
な
る
こ
の
取
り
組
み
は
、
「
特
定
非

営
利
活
動
法
人
原
城
三
七
〇
年
の
会
」
と
共
に
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

新
切
地
区
は
、
梨

な
ど
の
果
樹
栽
培
が

盛
ん
な
地
域
で
あ
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
田

植
え
経
験
の
少
な
い

児
童
が
多
く
、
児
童

ら
は
、
初
め
て
の
田

植
え
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

児
童
ら
は
秋
の
収

穫
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
様
子
で
し
た
。

　

５
月
30
日
、
市
内
の
防
災
関
係
機
関
（
南
島
原
警
察
署
、

南
島
原
消
防
署
、
南
島
原
市
消
防
団
）
が
参
加
し
、
災
害

の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
市
内
の
危
険
箇
所
５
カ
所
を
調
査

し
ま
し
た
。
現
地
で
は
、

状
況
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
危
険
度
を
チ
ェ
ッ

ク
。
市
長
が
担
当
に
対

応
を
指
示
す
る
場
面
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
大
雨
や
台
風
な

ど
、
災
害
の
多
い
季
節

に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
身
の
回
り

の
危
険
箇
所
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

　

５
月
25
日
、
南
島
原
市
は
、
南
島
原
市
災
害
連
絡
協
議
会

お
よ
び
島
原
南
高
管
工
事
協
同
組
合
と
災
害
支
援
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
災
害
が
発
生

し
た
場
合
の
被
害
拡
大
防

止
や
早
期
復
旧
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
締
結
し
た
も

の
で
す
。

　

よ
り
密
度
の
高
い
連
携

の
実
現
に
よ
り
、
非
常
時

の
市
民
の
安
全
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

５
月
22
日
か
ら
５
月
29
日
、
市
は
南
三
陸
町
災
害
支
援
先

遣
隊
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
町
に
対
す
る
重
点
支
援
を
進
め
る
た
め
、
今

必
要
と
し
て
い
る
支
援
を
現
地
で
細
か
く
調
査
す
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
職
員
は
学
校
や
施
設
、
町
の

各
部
署
な
ど
を
回
り
、
現
場
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
内
容
は
、
今
後
の
支
援
策
に
反
映
さ
せ
て

い
く
予
定
で
す
。
な
お
、
復
興
計
画
策
定
に
係
る
業
務
支
援

の
た
め
、
市
職
員
１
人
を
６
月
６
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
派

遣
し
て
い
ま
す
。

南
三
陸
町
の
被
災
の
状
況ｰ

　

全
体
の
約
７
割
が
被
災
。
３
，
３
０
０
世
帯
が
壊
滅
状
態
。

死
亡
者
５
１
８
人
、
行
方
不
明
６
４
４
人
（
５
月
23
日
現

在
）
役
場
機
能
の
滅
失
。
職
員
は
、
２
４
２
人
中
36
人
が
死

亡
・
行
方
不
明
。

　

５
月
22
日
、
香
川
県
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
に
南
島

原
市
か
ら
選
手
５
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
姉
妹
都

市
交
流
事
業
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
第
34
回
と
な
る
今

大
会
に
は
全
国
か
ら
４
，
７
５
７
人
が
出
場
。
南
島
原
市
選

手
団
は
全
員
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
、
好
記
録
で
完
走

し
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
後
は
、
文
化
芸
術
に
よ
る
地

域
活
性
化
の
拠
点
で
あ
る
小
豆
島
芸
術
家
村
や
、
南
島
原
市

と
の
ゆ
か
り
の
地
を
訪
問
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
、
北
有
馬
町
の
手
延
べ
陣
川
が
、
市
長
に

新
商
品
の
島
原
手
延
そ
う
め
ん
「
水
と
塩
と
麦
と
椿
油

の
物
語
」
の
完
成
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
商
品
は
、
冷
や

し
そ
う
め
ん
専
用
で
、

北
有
馬
町
の
有
馬
湧

水
を
使
用
す
る
な
ど
、

原
料
全
て
が
県
内
産
。

長
期
熟
成
に
よ
り
深

み
の
あ
る
味
が
特
徴

で
す
。
贈
答
に
い
か

が
で
す
か
？

　長崎県葉たばこ振興協議会通常総会で、
平成22年度優良農家表彰事業表彰式が行わ
れ、「個人の部」で有家町の「永石米久夫妻」
が、「集団の部」で「深江堆肥生産組合」が
長崎県知事賞を受賞しました。
　この賞は、県内の葉たばこ生産農家の中
から、他の模範となる優秀な農家や団体を
表彰するもので、受賞者の今後ますますの
活躍が期待されます。

島原の乱後に小豆島の人たちが島原
地方へ移住してきた縁で、旧南有馬
町と旧内海町が昭和58年に姉妹町
盟約を行ったことが交流の発端。原
城マラソンやオリーブマラソンなど
を通じて、現在まで交流が続いてい
る。内海町は、平成18年３月21日
に池田町と合併、小豆島町となる。

●小豆島町の概要
・面積：95.63平方キロメートル。
・人口：15,978人（H23.5.1現在）
※そのほか：オリーブ、醤油、そうめ
　ん。二十四の瞳の舞台としても有名。

姉妹都市
「小豆島町」
とは？

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開
設

〜 

南
島
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設 

６
月
１
日 

〜

市
内
の
危
険
箇
所
を
市
長
が
視
察

〜 

危
険
箇
所
点
検 

５
月
30
日 

〜

現
地
へ
届
け
、メ
ッ
セ
ー
ジ

市
民
の
万
一
を
官
民
一
体
で
守
る

〜 

災
害
支
援
協
定
締
結  

５
月
25
日 

〜

新
商
品
が
で
き
ま
し
た
‼

〜 

手
延
べ
陣
川
が
新
商
品
を
報
告  

５
月
25
日 

〜

〜 

市
職
員
が
南
三
陸
町
へ  

〜

駆
け
抜
け
た
！
小
豆
島

〜 

オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会 

５
月
22
日 
〜

県
食
品
安
全
・
消
費
生
活
課
中
村
哲
課
長（
右
）

秋
の
収
穫
が
楽
し
み
！

〜 

新
切
小
学
校
田
植
え
体
験 

５
月
24
日 

〜

城
田
ア
イ
子
さ
ん（
北
有
馬
町
）

明
治
44
年
６
月
３
日
生
ま
れ

100歳おめでとうございます
 ～ いつまでもお元気で ～

～葉たばこ振興協議会優良農家表彰受賞～

深江堆肥生産組合と
永石米久夫妻が知事賞受賞

相談専用ダイヤル
☎０９５７（８２）３０１０
早めの相談が
解決の近道です。
お気軽に相談ください。　

調
査
に
併
せ
、
南
島
原
市
の
各

小
中
学
校
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
ひ
ま
わ
り
の
種
を
添
え
、
現

地
に
届
け
ま
し
た
。
現
地
の
子

ど
も
た
ち
に
と
て
も
喜
ん
で
も

ら
え
ま
し
た
。

派
遣
さ
れ
た
小
谷
和
也
さ
ん

（
写
真
右
）。
４
カ
月
の
間
、

復
興
の
計
画
策
定
業
務
に
携

わ
り
ま
す
。


